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人工衛星による熱赤外線データを用いた火山監視 

―火山活動・林野火災速報システムとCIRC（小型赤外カメラ）が捉えた

火山活動―

Volcano monitoring using satellite thermal infrared imagery of CIRC

(Compact Infrared Camera)
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　世界有数の火山大国である我が国には、研究や防災のために火山の地上観測網が発達しており、年々高度化

されている。しかしながら、遠方離島や海底火山などについては常時観測の手段が限られる場合もある。これ

らの火山を網羅的かつ定期的に監視するために人工衛星は有効であり、特に、人工衛星に搭載した熱赤外線セ

ンサによる夜間の熱赤外線画像は、溶岩流、火砕流だけでなく、地熱異常域等の監視が可能となることが期待

できる。 

 

　この人工衛星の赤外線データを防災に有効利用するには、防災機関自らが簡便に解析結果を利用できる

データ提供システムが必要である。そこで、JAXAはCIRC等の熱赤外線データを提供する「火山活動・林野火

災速報システム（以下、速報システム）」を開発した。速報システムの火山部分は2018年9月から公開済であ

る（https://kazan.jaxa.jp/）。速報システムは大きく3つの機能がある。①CIRC等の衛星赤外線データを地図

上で表示する機能、②火山活動の変化を自動抽出する機能、③自動抽出した変化をメールなどでプッシュ通知

する機能である。通知機能については、今後の運用開始を検討中である。同システムの監視対象は日本国内お

よび周辺の活火山である。そのうち、防災機関と定めた12個の火山について、火山活動の状況把握手法の研究

を行っている。本発表では速報システムとCIRC等の衛星赤外線センサで捉えた火山活動を紹介する。

 
人工衛星、赤外線、火山防災

Satellite, Infrared, Volcanic disasters

 

SVC35-04 日本地球惑星科学連合2019年大会

©2019. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - SVC35-04 -


